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丠
両
丠
両
丠
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丠
両
丠
両
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丠
両
丠
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両
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両
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両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠

丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
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丐

丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐

夏
休
み
に
は
、
美
山
お
も

し
ろ
農
民
倶く

楽ら

部ぶ

（
地
元
の

酪
農
家
・
養
鶏
農
家
・
野
菜

農
家
な
ど
で
構
成
）
と
京
都

府
南
丹
広
域
振
興
局
の
共
催

で
「
親
子
ふ
る
さ
と
体
験
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
南
丹
市

と
亀
岡
市
の
小
学
生
と
保
護

者
39
人
が
参
加
し
、
夏
野
菜

の
収
穫
や
川
辺
で
の
鮎ア

ユ

つ
か

み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

消
費
者
と
直
接
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
し
た
。

（
南
丹
市
農
業
委
員
会
・

三
﨑
正
子
委
員
）

な
ど
を
生
産
し
、
産
直
セ
ン

タ
ー
か
ら
全
国
の
生
協
な
ど

に
出
荷
。
規
格
外
品
は
地
元

の
業
者
に
加
工
用
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

水
稲
は
、
今
年
か
ら
養
鶏

農
家
（
外
田
養
鶏
場
）
と
協

力
し
て
飼
料
用
米
を
70
㌃
栽

培
し
、
籾
殻
を
鶏
舎
で
利
用

し
て
、
鶏
糞
を
水
田
の
肥
料

に
す
る
資
源
循
環
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

南
丹
市
美
山
町
で
、
野
菜

・
水
稲
・
豆
類
を
夫
と
２
人

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

野
菜
は
地
元
酪
農
家(

河

野
牧
場)
の
完
熟
堆
肥
を
施

用
し
て
万
願
寺
と
う
が
ら
し

で
は
、
消
石
灰
よ
り
も
人
獣

へ
の
安
全
性
が
高
く
、
効
果

が
長
期
間
持
続
す
る
新
た
な

消
毒
資
材
と
し
て
、
ヨ
ウ
素

を
多
孔
質
の
軽
石
に
担
持
さ

せ
た
新
し
い
除

菌
剤｢

ヨ
ド
ッ

ク
ス
粒｣

を
企

業
や
京
都
産
業

大
学
と
共
同
開

発
し
た
。

自
然
な
風
合

い
で
景
観
を
損

な
わ
ず
、
靴
底

な
ど
へ
の
付
着

も
少
な
い
こ
と

か
ら
、
人
の
往

来
が
多
い
動
物

園
や
都
市
近
郊

の
養
鶏
場
で
の

使
用
に
も
適
し

て
い
る
。
ヨ
ド
ッ
ク
ス
粒
の

普
及
に
よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
リ
ス
ク
低
減
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

系
除
菌
剤
「
ヨ

ド
ッ
ク
ス
粒
」

を
開
発
し
、
消

石
灰
よ
り
も
長

期
間
効
果
を
発
揮
す
る
消
毒

資
材
と
し
て
畜
産
農
家
に
推

奨
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
猛
威
を

ふ
る
い
、
養
鶏
場
か
ら
卵
や

鶏
の
出
荷
が
制
限
さ
れ
る
な

ど
生
産
者
に
も
多
大
な
影
響

が
及
ん
だ
た
め
、
地
域
全
体

で
病
原
体
の
侵
入
防
止
に
取

り
組
む
防
疫
対
策
の
徹
底
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
。そ

こ
で
、
畜
産
セ
ン
タ
ー

畜
産
セ
ン
タ
ー
は
、
効
果

が
８
週
間
持
続
す
る
ヨ
ウ
素

「
市
内
の
若
手
農
業
者
と

力
を
合
わ
せ
、
若
者
の
就
職

先
と
し
て
農
業
が
選
ば
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と

今
後
の
夢
を
語
っ
た
。

（
舞
鶴
市
農
業
委
員
会
）

者
か
ら
「
農
地
を
借
り
て
ほ

し
い
」
と
依
頼
を
受
け
て
い

る
た
め
、
早
く
経
営
を
安
定

さ
せ
て
規
模
拡
大
し
た
い
と

意
欲
を
見
せ
る
山
下
さ
ん
。

農
場
で
２
年
間
研
修
し
た

後
、
農
業
経
営
者
と
し
て
今

春
か
ら
独
立
し
た
。

現
在
の
経
営
面
積
は
約
10

㌃
だ
が
、
近
隣
の
農
地
所
有

舞
鶴
市
鹿
原
地
区
で
特
産

「
万
願
寺
甘
と
う
」
主
体
に

エ
ビ
イ
モ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
を
栽
培
す
る
山
下
正
隆

さ
ん
。
10
年
前
か
ら
市
内
の

担
い
手
農
家
の
も
と
で
修
業

し
、
府
の
担
い
手
養
成
実
践

農
業
者
の
意
見
を
提
出
し

て
施
策
へ
の
反
映
に
努
め
る

こ
と
は
農
業
委
員
会
法
38
条

に
基
づ
く
大
切
な
業
務
で
あ

り
、
同
市
で
は
、
農
業
委
員

会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
来
年

度
の
施
策
の
検
討
が
始
ま
っ

て
い
る
。

そ

の

た

め
、
来
年
度

施
策
の
重
点
と
し
て
、
「
関

係
機
関
に
よ
る
地
域
計
画
の

推
進
チ
ー
ム
設
置
」
「
地
区

推
の
活
動
支
援
」
「
農
業
委

員
会
の
委
員
報
酬
の
増
額
」

な
ど
を
要
請
し
た
。

福
知
山
市
農
業
委
員
会

は
、
市
内
の
地
区
営
農
推
進

協
議
会
（
市
内
２
４
８
集
落

を
カ
バ
ー
す
る
21
組
織
、

「
地
区
推
」
と
略
）
の
意
見

を
集
約
し
、
同
市
の
来
年
度

予
算
編
成
に
向
け
て
、
８
月

24
日
、
大
橋
一
夫
市
長
に
要

請
書
を
提
出
し
た
。

同
市
で
は
、
地
区
推
の
会

長
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
就
任
し
、
集
落
の
農

区
長
（
＝
農
業
委
員
会
補
助

員
）
と
連
携
し
て
「
地
域
計

画
」
策
定
や
「
農
振
地
域
整

備
計
画
」
の
見
直
し
に
向
け

た
取
り
組
み
を
一
体
的
に
進

め
て
い
る
。

振
農
用
地
区
域
の
見
直
し
な

ど
、
「
農
地
の
棚
卸
し
」
を

進
め
て
い
る
。

養
老
地
区
で
は
、
８
月
25

日
に
地
区
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
７
月
か
ら
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
就
任
し
た

平
成
生
ま
れ
の
橋
本
学
委
員

（
34
）
が
、
「
地
域
を
よ
く

す
る
た
め
に
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
地
域
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
地

区
内
の
協
力
員
（
９
人
）
に

訴
え
た
。

同
市
で
は
、
本
年
度
中
に

京
力
農
場
プ
ラ
ン
未
策
定
の

集
落
で
プ
ラ
ン
策
定
を
急
ぐ

と
と
も
に
、
現
況
地
図
に
よ

る
地
域
計
画
の
話
し
合
い
を

22
集
落
で
取
り
ま
と
め
る
予

定
に
し
て
い
る
。

宮
津
市
と
市
農
業
委
員
会

は
、
地
域
計
画
の
目
的
や
策

定
手
順
を
説
明
す
る
チ
ラ
シ

＝
写
真
＝
を
作
成
し
、
７
月

24
日
か
ら
市
内
10
カ
所
で
開

い
た
拡
大
地
区
連
絡
会
議

（
農
地
利
用
状
況
調
査
の
説

明
会
）
で
、
農
業
委
員
会
協

力
員
（
市
内
各
集
落
の
農
区

長
73
人
）
な
ど
に
、
「
非
農

家
も
一
緒
に
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
話
し
合
い
を
」

と
呼
び
か
け
た
。

８
月
21
日
か
ら
始
ま
っ
た

２
回
目
の
拡
大
地
区
連
絡
会

議
（
利
用
状
況
調
査
の
結
果

報
告
会
）
で
は
、
現
況
地
図

の
作
成
か
ら
地
域
計
画
策
定

ま
で
の
流
れ
を
再
確
認
し
、

集
落
ご
と
に
再
生
困
難
な
荒

廃
農
地
の
非
農
地
判
断
と
農

な
ど
の
特
産
物
を
生
産
し
て

い
る
が
、
農
地
の
大
半
が
市

街
化
区
域
内
に
点
在
し
て
い

る
た
め
転
用
抑
止
が
困
難

で
、
今
後
の
担
い
手
確
保
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
と
し
て
、
特

産
振
興
と
転
用
抑
止
、
新
規

就
農
者
を
増
や
す
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
、
町
農
業
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

大
山
崎
町
内
に
は
、
約
25

㌶
の
農
地
が
あ
り
、
１
１
４

戸
の
農
家
が
筍

タ
ケ
ノ
コ

、
野
菜(

ナ

ス

オ
ク
ラ)


花
き(

バ
ラ)

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

こ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
担
い
手
や
新
規
就
農
者

と
高
齢
で
耕
作
で
き
な
く
な

っ
た
耕
作
者
と
の
橋
渡
し
役

に
な
っ
た
り
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
め
る
環
境
づ
く
り
に
尽
力

し
た
い
。

農
地
利
用
の
最
適
化
に
か

か
る
推
進
活
動
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
担
い

手
へ
の
利
用
集
積
・
集
約
化

担い手と高齢農家

の橋渡し役に

南山城村農業委員会

中窪 耕司会長(60)

大山崎町農業委員会

垣内 兵次会長(70)

新規就農と特産

振興に取り組む

新
会
長
の
抱
負

非農家と一緒に持続可能な農業･農村めざす
｢地域計画｣策定に向けた話し合いを推進中

宮
津
市
と
同
市
農
業
委
員
会

福
知
山
市
農
業
委
員
会

来
年
度
の
施
策
を
市
長
に
要
請

21地区推の意見を集約21地区推の意見を集約21地区推の意見を集約

農業委員会の藤田重行会長（左から４人目）と役員から

大橋市長（右から４人目）に要請した（８月24日）

舞鶴市

山下正隆さん

万願寺甘とうを剪定する山下さん

万
願
寺
甘
と
う
で
新
規
就
農

万
願
寺
甘
と
う
で
新
規
就
農

資源の循環で地域を元気に

「親子ふるさと体験」の参加者の皆さん（８月３日）


色
が
自
然
な
ヨ
ド
ッ
ク
ス

粒
、

福
知
山
市
動
物
園
で
ヨ

ド
ッ
ク
ス
粒
の
実
証
を
行
っ
た

除菌剤｢ヨドックス粒｣を開発
畜産センター 効果が８週間持続
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